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第2回審議会でのご意見とそれに対する市としての対応・実績

項目 審議会でのご意見 市としての対応・実績 今後の対応策

生ごみの実態

・実態把握のため、各ステーションの排出状況を調べ、
その上で説明会等を町内会へ呼びかける。
・コンポストの普及による影響はどうか。冬場の影響も
見て調べるべき。
・生ごみの指定袋は、1リットルタイプがあっても良い。
小さい袋があると出しやすい。
・生ごみの収集日が水・土の地区があるが、土曜日は
休みの人にとっては出しにくいのではないか。
・生ごみが多く混入しているから覆土も厚くなって、埋立
地へ負担をかけている。　生ごみが少なければ、覆土も
減らせると思う。
・生ごみを分別しない理由の分析をすべき。

・資料2　生ごみ分別モデル事業アンケート結果
・資料3　生ごみ分別市民説明会・出前講座出席者
数
・資料4　生ごみに関する説明会・電話等での意見・
質問
・資料5　生ごみ実態調査資料（市職員独自調査）

・資料5の生ごみ実態調査に基づき、分別状況の
良くない地区の連合町内会へ呼びかけ・文書回
覧の依頼。

紙ごみの扱い

・チラシは普通ごみとなっているが、資源にできないか
検討すべき。
・「その他紙類」が非常に多いのが目立つ。

・現在の紙資源ごみ
　　　○紙製容器包装ごみ　○段ボール
　  　○紙パック   ○新聞紙　○雑誌

・資料6　その他紙類の資源化について（当日配
布）

市の役割

・分別状況の特に悪いステーションについて、指導して
いく。
・市（腕章をつけた人）がいると効果が大きいため、ごみ
パト隊などで監視することはできないか。
・現場での説明が効果大のため、市が町内会へ出向く
べき。
・環境部局の職員だけでなく、市の職員全員が取り組む
べき。
・高齢者への説明会は何回でもやることが大事。
・集団資源回収業者に対し、補助金を出すべきである。
採算の取れないものも持っていってもらえる可能性があ
る。
・市民への啓発として、生ごみを出さないという啓発が
必要。例えばエコクッキングなどの普及。
・説明会では、細かい分別の説明も必要。
・紙おむつなど、高齢化に伴う新たなごみの分析。
・市バスでの定期的な施設見学会の開催。
・説明会等に来る人は、分別に協力的な人であり、来な
い人にどう対応するかが大事である。

・出前講座の実績（回数・参加者数）
　　　※平成23年度
 　　 　　町内会等：27回　492人
　　　　　小学校　 ：  6回　451人

・啓発活動の強化（市民説明会の実施、ごみに関
する情報の収集・発信、事業所への指導等）



項目 審議会でのご意見 市としての対応・実績 今後の対応策

町内会等

・町内会で市職員と共にステーションをチェックし、分別
不適ごみを出した人に直接指導する。
・町内会でも高齢化が進み、町内会での取り組みには
限界があるので、基本的には市が指導すべきである。
・町内会の取り組みとして、ごみ推進委員を市が委嘱あ
るいはボランティアで行っているところもある。
・ステーションの整備も分別につながるし、ボックスの大
きさも考えていく必要がある。
・高齢化を考えると収集経費が多くなっても戸別収集で
行うべき。
・高齢化率の高い地域やモデル地域を設定し、少しず
つ戸別収集を行うことも考えるべき。
・戸別収集するにしても、生ごみだけ戸別にするとか、
資源物だけステーションにするとか、様々な考え方があ
る。
・戸別収集も考えなければならないが、福祉・地域のつ
ながりの面からいうと、外へ出ることも大事である。

・資料7　ごみステーション関係資料 ・平成21年度に戸別収集に関するアンケートを行
ない約７割が今は必要がないとの結果であった
が、市議会からは、今後も意向調査を行うべきと
の意見をいただいている。



生 ご み 分 別 に つ い て の

市民環境部　廃棄物対策課

平成２２年８月

ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果



生ごみ分別に係る市民説明会の基礎資料とする

生ごみ分別モデル対象世帯

350世帯

平成22年7月13日（火）から7月23日（金）まで

7問（基礎項目は含まず）

世帯

世帯 ： 世帯
： 世帯
： 世帯

世帯

名

％（到着数に対して）

188

【　生ごみ分別についてのアンケート調査概要　】

目 的

質 問 数

調 査 期 間

調 査 方 法

350

対 象 者 数

対 象 者

無記名アンケート質問用紙による回答

53.7

【　回答状況　】

回 収 率

無 効 回 答 数

返 戻

回 答 数

対 象 者 数

0

0

月・木地区
火・金地区
水・土地区

51
100
37



無回答 4 2.1%

合計 188 100.0%

5人 8 4.3%

6人以上 1 0.5%

46 24.5%

4人 27 14.4%

3人

2人 84 44.7%

1230歳代

回答項目 回答数 割合

1人

0.5%

回答数

0.5%

188 100.0%

回答数 割合

1

26 13.8%

割合回答項目

合計

60歳代

50歳代

　【Ａ】　性　別

無回答

男

女 120 63.8%

42 22.3%

1

合計

49

無回答

70歳以上

　【Ｂ】　年　齢

20歳代

12.8%

回答項目

40歳代 24

6.4%

26.1%

70

31 16.5%

37.2%

100.0%188

　【Ｃ】　世帯人員

18 9.6%

13.8%

63.8%

22.3%

男

女

無回答

12.8%

16.5%

37.2%

26.1%

0.5%0.5%
6.4%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

9.6%

44.7%
24.5%

14.4%

4.3%

0.5% 2.1%

1人

2人

3人

4人

5人

6人以上

無回答

-　1　-



№

1

2

3

4

5

6

№

1

2

3

4

№

1

2

3

4

5 6.9%

合計 175 100.0%

16.0%

今でも大変 44 25.1%

18.3%

慣れたきた 59 33.7%

普通ごみとして出した 17 9.5%

その他 8 4.5%

179

【問１】 黄色の袋を使って生ごみをどれくらい出していますか。

回答数回答項目 割合

49.7%

週1回程度 22 12.3%

毎回（週2回） 89

7 3.9%

自家処理している 36 20.1%

2週に1回程度

市では生ごみ分別の本格始動に伴い、黄色の指定ごみ袋の大きさを下記の大きさで作成する予
定です。袋の大きさの組み合わせはどれが良いと思いますか。
良いと思う組み合わせがない場合は4に大きさを記入してください。

合計

回答項目 回答数 割合

100.0%

【問２】

39.2%

その他 29 17.5%

15 9.0%

5ℓ・10ℓ・20ℓ 57 34.3%

4ℓ・8ℓ・16ℓ

【問３】 生ごみを分別する手間についてどのように思いますか。

回答項目 回答数 割合

初めから大変ではなかった 32

3ℓ・6ℓ・12ℓ 65

どちらとも言えない 28

その他 12

合計 166

9.5%
4.5%

20.1%

3.9%

12.3%

49.7%

毎回（週2回）

週1回程度

2週に1回程度

自家処理している

普通ごみとして出した

その他

17.5%

39.2%

9.0%

34.3%

1 2

3 4

6.9%

25.1%

16.0%

33.7%

18.3%
初めから大変ではなかった

慣れたきた

どちらとも言えない

今でも大変

その他
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№

1

2

№

1

2

3

4

5

6

7

8 9 3.8%

ペットのえさにしている

238 100.0%合計

36 15.1%

1 0.4%

10 4.2%

段ボール箱を利用した堆肥化を行っている 3 1.3%

89 37.4%

生ごみ堆肥化容器を利用した堆肥化を行っている 60 25.2%

回答数

153 100.0%

ない

49.0%

分別で困ったごみはありますか。【問４】

回答項目

75

51.0%

割合

78

ある

回答項目

しっかり水切りしている

電動生ごみ処理機を利用した堆肥化を行っている

合計

【問５】 生ごみを減らすために何か工夫をしていますか。（複数回答可）

回答数 割合

何もしていない 30 12.6%

畑で堆肥化を行っている

その他

49.0%51.0%
ある

ない

1.3%

12.6%

37.4%

25.2%

3.8%0.4%

15.1%

4.2%

何もしていない

しっかり水切りしている

生ごみ堆肥化容器を利用した堆肥化を行っている

電動生ごみ処理機を利用した堆肥化を行っている

段ボール箱を利用した堆肥化を行っている

畑で堆肥化を行っている

ペットのえさにしている

その他
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№

1

2

3

№

1

2

3

4

5

6

合計 190 86.8%

その他

臭いが気になる 22 11.6%

25 13.2%

特に問題はない 53 27.9%

生ごみは荒らされないが、普通ごみがカラスに荒らされる 18 9.5%

18.9%

カラスの被害が減った 36 18.9%

【問７】 ごみステーションの状況はどうですか。

回答項目 回答数 割合

その他 5 2.8%

合計 180 100.0%

12

163

生ごみを除く普通ごみの収集回数についてどう思いますか。【問６】

90.6%

割合

生ごみだけがからすに荒らされている 36

6.7%

回答項目

いままでどおり週2回が良い

回答数

週1回で良い

90.6%

6.7%
2.8%

いままでどおり週2回が良い

週1回で良い

その他

11.6%

9.5%

13.2%

18.9%

18.9%

27.9%

特に問題はない

からすの被害が減った

生ごみだけがからすに荒らされている

生ごみは荒らされないが、普通ごみがカラス
に荒らされる

臭いが気になる

その他
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生ごみ分別モデル事業【実施期間：平成 22 年 6 月 7 日～7 月 31 日】 

 

 

 

 

 

 

【生ごみの分け方】 
    「生ごみ」とは、台所から出る「調理くず」や「食べ残し」のことです。人が食べる 

   ことのできないものは対象にはなりませんので、「生ごみ」に混入しないようにしてく 

   ださい。 

    ＜ 出せるもの（例） ＞        ＜出せないもの（例）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※果物の種は、サクランボの種より小さい種は「生ごみ」で出せます。サクランボの種と 

   それより大きい種は「普通ごみ」で出してください。 

 

 

＜ 「生ごみ」に混入しやすいもの ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

○食べ残した食品 

 （肉・魚・野菜・果物など） 

○野菜・果物の皮 

○魚の骨 

○かに・えびの殻 

○コーヒーやお茶のがら 

○調味料 

○粉末類（小麦粉、片栗粉など） 

○乾物類 

○お菓子 

○果物の種（スイカ・りんごの種など） 

○ガム 

○固化したもち 

な ど 

○牛・豚・鶏の骨 

○卵の殻 

○貝・うにの殻 

○くるみ・落花生・ピスタチオの皮 

○梅（干）の種 

○果物の種（桃・サクランボの種など） 

○凝固した食用油 

○そば殻 

○たけのこの皮 

○とうもろこしの皮・芯 

○クスリ 

な ど 

※これらのものは、バイオガス化処理でき

ず施設に悪影響を与える恐れがありますの

で、「普通ごみ」で出してください。 

○タバコの吸殻              ○ラップやポリ袋 

○バラン（弁当に入っている緑色の仕切り） ○アルミホイル 

○輪ゴム                 ○キッチンペーパー 

○乾燥剤                 ○野菜・果物のシール 

○楊枝                   な ど  

 ※これらのものはバイオガス化処理できませんので、「普通ごみ」で出してください。 

裏面に続く 



【生ごみの出し方】 
    一緒にお配りしています黄色の袋（カラス対策用）にオモテ面により分別した「生ごみ」 

だけを入れて、口をしっかり縛ってごみステーションに出してください。 

 

 

    あなたの地区で「生ごみ」を出す日は、 

 

                                 です。 

        ※収集当日の朝８時３０分までにきちんと分別して出してください。 

 

   

 

 

 

 

                  

 ＜注意事項＞ 

   ○ 「生ごみ」を水切りネットやビニール袋に入れたまま指定の黄色の袋に入れるのは 

やめてください。また、新聞紙などに包んでから指定の袋に入れるのもやめてくださ 

い。 

 

   ○ 「生ごみ」として出せないものや混入しやすいものは「普通ごみ」で出してくださ 

い。 

 

   ○ ティーバッグを捨てる際は、中の茶がらのみ「生ごみ」として出してください。 

パックは「普通ごみ」になります。中身を取り出すことが困難な場合は、それ自体を 

「普通ごみ」として出してください。 

 

   ○ 生ごみは水分が多いと腐敗が進みますので、水切りはしっかりしてください。 

 

 

生ごみ分別モデル事業地区においては、後日アンケート調査を実施させていただきますので、

その際にはご協力をお願いいたします。 

 

水曜日 
 

土曜日 
 

＜お問い合わせ＞ 

北広島市 市民環境部 廃棄物対策課 

電話 ３７２－３３１１ 内線６０６・８２６・８２７ 



2,782 1,545 7,641 25,917 - - 25,917

4.03% 2.52% 3.00% 3.78% - - 7.43%

※説明会のほか、広報紙掲載・町内回覧・新聞掲載により周知を図るとともに、H23年1月に生ごみ袋試供品(無料)を全世帯に配布し普及を図った。

生ごみ分別市民説明会・出前講座出席者数(平成22年度)

平成２２年度

市主催分（５５回）

小計

出前
講座

合計西の里
会館

大曲
会館

夢プラザ
輪厚

農民研修
センター

団地住民
センター

芸術文化
ホール

東
記念館

回数 出席者数

１０月 69 65 60 26 644

１１月 43 50 70 13 116 72 94 458

113 85 104 522 4 122

10 252 710

１２月 - - - - - - - 0 3 84 84

１月 - - - - 278

２月 - - - - - - - 0

- - - 0 10 278

2 64 64

３月 - - - - - - - 0 4 146 146

合計 112 115 130 39 1926

Ｈ22.10末世帯数 6,899 7,050

出席割合 3.55% 5.04%

229 157 198 980 33 946



1

2

3

4

5

6

7

生ごみに関する説明会・電話等での意見・質問

制度の周知・広報

札幌市のごみ袋
との関係

項目 意見・質問

その他

・指定袋が大きすぎる（1ℓの袋を作ってほしい）
・指定袋が小さすぎる（10ℓより大きい袋を作ってほしい）

・どこまでが生ごみなのか分からない。
・禁忌4品目（卵の殻・貝殻・とうもろこしの皮・たけのこの皮）と、生ごみ
以外のごみは「普通ごみ袋」の中で分けなければならないか。
・ネットタイプの水切りは生ごみ袋に入れてはだめか。
・生ごみ袋の中の小袋はいくつ入ってもいいのか。また、小袋は2重に
してはいけないのか。
・生ごみ袋に小さい紙でも入ったらだめか。
・農薬のついたもの、塩分の多いものは生ごみとして出して良いか。
・夏場は生ごみから強いにおいが出るが、何か対策はないか。
・ごみの分別が増えて、台所に置き場がない。

・生ごみが集まらないと聞いているが、無料にすれば解決するのではな
いか。
・できた堆肥を売るということは資源ごみなのだから無料にすべき。
・生ごみの分別を促進させるなら、生ごみ袋を他の袋より安くしたらどう
か。
・生ごみをバイオガス化処理して、そのガスを燃料とするのなら、浮い
たコスト分の料金（手数料）を下げられないか。
・袋が増えて経済的負担が増えた。
・生ごみの袋は毎回のように使うのだから、10枚セット売りではなく、
もっと大量（例えば100枚）のセットで少し安く売ってほしい。

・生ごみ分別収集開始に伴って、コンポストの助成制度は終了するの
か。
・生ごみをたくさん集めたいと言うのに、コンポストの助成は矛盾してい
ないか。
・もっと早く、生ごみ分別を周知してくれれば、電動生ごみ処理機を買わ
なかった。

・生ごみの広報・周知が不足しているのではないか。
・生ごみ分別を始めた経緯を知りたい。
・生ごみを分別する理由を知りたい。
・今後、どのように啓発活動を行っていくつもりか。

・札幌市の指定ごみ袋と北広島市の生ごみ袋の色が似ているので、何
か対策をとってほしい。
・札幌市の指定袋と色を変えたほうが良い。
・札幌市の指定袋ではなぜ回収できないのか。

・実際にどの程度生ごみは分別されているのか知りたい。
・生ごみはたとえ分別状態が悪くても収集されないと困る。
・生ごみでも不適正ならば、放置しないといつまでも改善しない。
・当初収集して、途中から放置する手法は絶対にやめてほしい。
・バイオガス化施設は、日本でも指折りだと思っているのでもっとアピー
ルしてはどうか。
・生ごみの集まっている量が少ないと聞くが、バイオガス化処理施設の
稼動に影響は出ないのか。
・生ごみの排出量が増えたとしても、下水処理センターで処理できるの
か。
・下水道にはいろいろなもの（農薬や洗剤）が混ざっていると思うが、乾
燥おでいは安全なのか。
・乾燥おでいの販売を各出張所などでも行ってほしい。
・売電のように売ガスしないのか。
・生ごみの収集量が少ないのであれば、近隣市町村と処理をしてはど
うか。

袋の大きさ

分別方法

ゴミ袋の料金
（手数料）

コンポスト



　　　　　　普通ごみ袋内生ごみ混入量調査表

調査年月日　：　平成23年8月15日（月）～8月20日（土）　　

調査場所　：　北広島市クリーンセンター（資源リサイクルセンター内）

5Ｌ 10Ｌ 20Ｌ 40Ｌ 計 率 5Ｌ 10Ｌ 20Ｌ 40Ｌ 計 率

抽出数 28 42 84 28 182 28.8 78.4 267.6 157.4 532.2

混入数 13 22 52 12 99 14 20.7 67.9 21.9 124.5

抽出数 34 47 94 33 208 28.7 69.9 259.6 145.3 503.5

混入数 14 14 53 9 90 7 14.5 54.2 9.4 85.1

抽出数 27 38 71 23 159 27.6 67.1 249.9 147.7 492.3

混入数 9 14 37 10 70 7.3 13.6 51.7 18.4 91.0

抽出数 38 58 116 38 250 37.8 112.1 417.5 204.2 771.6

混入数 23 38 77 25 163 13.3 41.9 149 46.8 251.0

抽出数 127 185 365 122 799 122.9 327.5 1194.6 654.6 2299.6

混入数 59 88 219 56 422 41.6 90.7 322.8 96.5 551.6

　　　　　　
ごみ袋

袋　数　（袋） 重　量　（㎏）

虹ヶ丘・西の里 54.3% 23.3%

東部）東共栄・美
咲き野、美沢

43.2% 16.9%

北広島団地 44.0% 18.4%

大曲・輪厚 65.2% 32.5%

合計 52.8% 23.9%

地区名 



普通ごみ袋に混入された生ごみ調査

混入 
54% 

非混入 
46% 

 （抽出数 ：182袋 ） 

非混入：83袋 

混入 
43% 

非混入 
57% 

（抽出数 ：208袋 ） 

混入：90袋 

非混入：118袋 

混入 
44% 

非混入 
56% 

（抽出数 ：159袋 ） 

非混入：89袋 

混入：70袋 

混入 
65% 

非混入 
35% 

 （抽出数 ：250袋 ） 

非混入：87袋 

混入：163袋 

混入 
53% 

非混入 
47% 

（抽出数 ：799袋 ） 

非混入：377袋 

混入：422袋 

混入 
23% 

非混入 
77% 

（抽出数 ：532.2㎏ ） 

混入：124.5㎏ 

非混入：407.7㎏ 

混入 
17% 

非混入 
83% 

（抽出数 ：503.5 ㎏） 

混入：85.1㎏ 

非混入：418.4㎏ 

混入 
18% 

非混入 
82% 

（抽出数 ：492.3㎏ ） 

混入：91.0㎏ 

非混入：401.3㎏ 

混入 
33% 

非混入 
67% 

（抽出数 ：771.6 ㎏） 

混入：251.0㎏ 

非混入：520.6㎏ 

混入 
24% 

非混入 
76% 

 （抽出数 ：2,299.6 ㎏） 

混入：551.6㎏ 

非混入：1,748.0㎏ 

袋数比率 重量比率 

虹
ヶ
丘
・
西
の
里

 

東
共
栄
・
美
咲
き
野
・
美
沢

 

北
広
島
団
地

 

大
曲
・
輪
厚

 

混入：99袋 

合
 
 
計

 



地区名

収集日 ： 平成23年　8月15日（月）10：05　　搬入量：2,700㎏/台
　　　　　　　8月18日（木）10：17　　搬入量：2,370㎏/台

抽出袋数 生ごみ混入袋数 54.3%
抽出重量 生ごみ重量 23.3%

99 袋

虹ヶ丘・西の里地区

計 5,070 ㎏

計 532.2㎏ 計 124.5㎏
182 袋

混入 
46% 

非混入 
54% 

5L 抽出袋数 28袋 

13袋 混入 
49% 非混入 

51% 

5L 抽出重量 28.8㎏ 

14.8㎏ 

14.0㎏ 

混入 
52% 

非混入 
48% 

10L 抽出袋数 42袋 

20袋 

22袋 
混入 
26% 

非混入 
74% 

10L 抽出重量 78.4㎏ 

57.7㎏ 

20.7㎏ 

混入 
62% 

非混入 
38% 

20L 抽出袋数 84袋 

32袋 

52袋 

混入 
43% 

非混入 
57% 

40L 抽出袋数 28袋 

16袋 

12袋 

混入 
25% 

非混入 
75% 

20L 抽出重量 267.6㎏ 

199.7㎏ 

67.9㎏ 

混入 
14% 

非混入 
86% 

40L 抽出重量 157.4㎏ 

135.5㎏ 

21.9㎏ 

混入袋数比率 混入重量比率 

5Ｌ袋 

10Ｌ袋 

20Ｌ袋 

40Ｌ袋 

15袋 



地区名

収集日 ： 平成23年　8月15日（月）13：28　　搬入量：2,700㎏/台
　　　　　　　8月19日（金）10：24　　搬入量：2,030㎏/台

抽出袋数 生ごみ混入袋数 43.2%
抽出重量 生ごみ重量 16.9%計 85.1㎏

208 袋

（東部）東共栄・美咲き野、美沢・中央（3～6）

計 4,730 ㎏

90 袋
計 503.5㎏

混入袋数比率 混入重量比率 

5Ｌ袋 

10Ｌ袋 

20Ｌ袋 

40Ｌ袋 

混入 
41% 

非混入 
59% 

5L 抽出袋数 34袋 

20袋 

14袋 

混入 
30% 

非混入 
70% 

10L 抽出袋数 47袋 

33袋 

14袋 

混入 
56% 

非混入 
44% 

20L 抽出袋数 94袋 

41袋 

53袋 

混入 
27% 

非混入 
73% 

40L 抽出袋数 33袋 

24袋 

9袋 

混入 
24% 

非混入 
76% 

5L 抽出重量 28.7㎏ 

21.7㎏ 

7.0㎏ 

混入 
21% 

非混入 
79% 

10L 抽出重量 69.9㎏ 

55.4㎏ 

14.5㎏ 

混入 
21% 

非混入 
79% 

20L 抽出重量 259.6㎏ 

205.4㎏ 

54.2㎏ 

混入 
6% 

非混入 
94% 

40L 抽出重量 145.3㎏ 

135.9㎏ 

9.4㎏ 



地区名

収集日 ： 平成23年　8月16日（火）10：08　　搬入量：2,510㎏/台
　　　　　　　8月16日（火）13：24　　搬入量：2,360㎏/台

抽出袋数 生ごみ混入袋数 44.0%
抽出重量 生ごみ重量 18.4%

159 袋 70 袋
計 492.3㎏ 計 91.0㎏

北広島団地地区

計 4,870 ㎏

混入袋数比率 混入重量比率 

5Ｌ袋 

10Ｌ袋 

20Ｌ袋 

40Ｌ袋 

混入 
33% 

非混入 
67% 

5L 抽出袋数 27袋 

18袋 

9袋 

混入 
37% 

非混入 
63% 

10L 抽出袋数 38袋 

24袋 

14袋 

混入 
52% 

非混入 
48% 

20L 抽出袋数 71袋 

34袋 

37袋 

混入 
43% 

非混入 
57% 

40L 抽出袋数 23袋 

13袋 

10袋 

混入 
26% 

非混入 
74% 

5L 抽出重量 27.6㎏ 

20.3㎏ 

7.3㎏ 

混入 
20% 

非混入 
80% 

10L 抽出重量 67.1㎏ 

53.5㎏ 

13.6㎏ 

混入 
21% 

非混入 
79% 

20L 抽出重量 249.9㎏ 

198.2㎏ 

51.7㎏ 

混入 
12% 

非混入 
88% 

40L 抽出重量 147.7㎏ 

129.3㎏ 

18.4㎏ 



地区名

収集日 ： 平成23年　8月17日（水）10：14　　搬入量：2,480㎏/台
　　　　　　　8月17日（水）13：19　　搬入量：2,520㎏/台
　　　　　　　8月20日（土）10：14　　搬入量：2,440㎏/台

抽出袋数 生ごみ混入袋数 65.2%
抽出重量 生ごみ重量 32.5%計 771.6㎏ 計 251.0㎏

計 7,440 ㎏

250 袋 163 袋

大曲・輪厚（希望ヶ丘）地区

混入袋数比率 混入重量比率 

5Ｌ袋 

10Ｌ袋 

20Ｌ袋 

40Ｌ袋 

混入 
61% 

非混入 
39% 

5L 抽出袋数 38袋 

15袋 

23袋 

混入 
66% 

非混入 
34% 

10L 抽出袋数 58袋 

20袋 

38袋 

混入 
66% 

非混入 
34% 

20L 抽出袋数 116袋 

39袋 

77袋 

混入 
66% 

非混入 
34% 

40L 抽出袋数 38袋 

13袋 

25袋 

混入 
35% 

非混入 
65% 

5L 抽出重量 37.8㎏ 

24.5㎏ 

13.3㎏ 

混入 
37% 

非混入 
63% 

10L 抽出重量 112.1㎏ 

70.2㎏ 

41.9㎏ 

混入 
36% 

非混入 
64% 

20L 抽出重量 417.5㎏ 

268.5㎏ 

149.0㎏ 

混入 
23% 

非混入 
77% 

40L 抽出重量 204.2㎏ 

157.4㎏ 

46.8㎏ 



その他紙類（紙製容器包装、主要古紙類以外）の資源化について 

 

 

 

＜検討開始の経緯＞ 

①家庭ごみ有料化時における市民や議会からの要望 

 ・普通ごみとして排出される「その他の紙」の資源化 

②紙製容器包装と主要古紙（段ボール、紙パック、新聞紙、雑誌）回収ルートは確立済 

 

 

 

＜課題＞ 

①紙製容器包装物の区分と資源化を継続すること 

②分別区分をできるだけ分かりやすくすること 

③市民への経費負担をできるだけ掛けないこと 

①～③は互いに関連しており、以下に挙げる点を考慮する必要がある 

 ・いまだに市民から問い合わせがあるほど「紙製容器包装」の分別は難しい 

 ・雑がみの定義も難しく、「容器包装」「雑がみ」の分別を並立させるのは避けたい 

 ・「紙製容器包装＋雑がみ」を同一区分で収集し、収集後に市で選別する方法は、 

  せっかく取り組んできた「紙製容器包装」の分別を無くしてしまうことでの分別 

  意識の低下や、新たに発生する選別費用の面から、好ましくない 

 

 

 

＜検討結果＞ 

○集団資源回収による収集を検討 

 ・市内で集団資源回収を行っている全ての業者が同じ取扱いとすることができる 

  方法での実施を模索。資源回収業者と協議を行ってきた。 

 ・「雑がみ」としてではなく、その他紙類のうち品目を限定しての実施を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 裏面：回収業者に対するアンケート結果 



回収業者に対するアンケート結果 

 

全回収業者が足並みをそろえて回収可能な品目 

品目 コメント 

チラシ 

カタログ・パンフレット 

コピー用紙 

ノート 

紙質の程度・異物除去の割合など、この品目に関しては 

比較的状態が良いので、積極的に回収している。 

分別区分は各社まちまちなので、業者と摺り合わせが必要

（新聞と一緒、雑誌と一緒、単独で、…など） 

 

回収が不可能な品目とその実情等 

品目 コメント 

カレンダー 

金具付きで出される場合もあるが、それ以上に問題となる

のがビニールに入ったまま出されることである。 

選別の手間と発生廃棄物の面から対応不可能。 

画用紙、半紙 通常は書き込みがされており、対応不可能。 

はがき、封筒 
特殊加工はがき、フィルム付き封筒等の混入が多く見ら

れ、選別の手間と発生廃棄物の面から対応不可能。 

トイレットペーパーの芯 
紙質が悪く、基本的に最終引受先が受け取らないため、 

対応不可能。 

伝票 
カーボン等、禁忌品の混入が多く見られ、選別の手間と 

発生廃棄物の面から対応不可能。 

シュレッダーくず 
コーティング紙等の禁忌品を裁断したものが多く見られ、

選別の手間と発生廃棄物の面から対応不可能。 

紙コップ、紙皿 
汚れたものの混入が多く見られ、選別の手間と発生廃棄物

の面から対応不可能。 

ファイル 
金具やプラスチック部分の混入が多く見られ、選別の手間

と発生廃棄物の面から対応不可能。 

青焼き用紙、感熱紙、 

圧着はがき、障子紙、 

写真、緩衝材、 

ウエットティッシュ 

再生が難しい紙の場合が多く、選別の手間と発生廃棄物の

面から対応不可能。 

 



 

●ごみステーション整備事業補助実績（H20～H23） 

 町内会でのごみステーションの適正かつ衛生的な管理を行うため、ごみステーション整

備に係る費用の一部を補助する。 
 ・ごみステーションボックス及びネットの購入 
 ・ごみステーションボックス及びネットの修繕 
・ごみステーションの消毒 

年 度 申請件数 整備箇所数 補助金額  

20 44 件  58ヶ所  3,131,700 円   

21 41件  104ヶ所  3,499,900 円   

22 76件  181ヶ所  3,836,800円   

23 57件  128ヶ所  4,093,400円  11月末現在 

     

計 218件  471ヶ所  14,561,800円   

 

●不適正排出監視指導業務 

 ・委託業務：（社）北広島市シルバー人材センター 

 ・業務内容：市内ごみステーション（999ヶ所）の適正管理、不法投棄・不適正排出に 

関する監視指導等 

 ・人員：6名 

 ・業務時間等：毎週月～土曜日、午前 7：00～11：00、4時間／日 

 

●適正排出協力（自治会・町内会） 

 ・業務内容：北広島市ごみ適正排出協力員設置規程に基づき、ごみの分別排出に関する

普及啓発、不適正排出及び不法投棄状況に関する調査、指導及び報告、ご

みステーションの維持管理状況及び収集状況に関する報告等   
 ・協力員の定数：15名 

平成 20年度（実績） 協力町内会 ： 50自治会 

  平成 21年度（実績） 協力町内会 ： 69自治会 

  平成 22年度（実績） 協力町内会 ： 73自治会 

  平成 23年度（実績） 協力町内会 ： 87自治会 

 

●庭先収集 

 ・業務内容：介護や支援の認定を受けている者、障害等を持ち自力でごみ排出が出来な

いと認められた市民に対して、委託収集業者及び市職員（不法投棄監視パト

ロール員が兼務）が行う戸別収集 

 ・平成 23年 11月末現在 

  ①委託業者による収集対象者 50名 

（高齢：39名、身体障害：11名）うち独居：34名 

②市直営による収集対象者  34名 

（高齢：30名、身体障害：4名）うち独居：26名 
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